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【
小
松
左
京
氏
追
悼
エ
ッ
セ
イ

「
小
松
左
京
の
遺
産
を
『
継
ぐ
の
は
だ
れ
か

」

】

』

荒
巻
義
雄

１

頼
れ
る
巨
樹

小
松
左
京
を
巨
樹
に
例
え
て
書
い
た
こ
と
が
あ
る
。
後
発
作
家
の
偽
ら
ざ
る
小
松
観
だ
が
、
巨
樹
は

多
く
の
小
鳥
に
巣
を
与
え
、
足
元
に
日
陰
を
つ
く
る
。
だ
が
、
年
齢
差
の
あ
る
人
た
ち
は
十
分
に
恩
恵

を
享
受
す
れ
ば
い
い
が
、
年
齢
が
近
い
と
幹
に
近
づ
き
す
ぎ
て
日
陰
に
な
り
、
自
分
が
大
き
く
育
た
な

い
と
い
う
不
安
を
抱
い
て
し
ま
う
。

私
は
小
松
さ
ん
か
ら
ご
指
名
を
い
た
だ
き
、
一
九
八
四
年
に

『
空
か
ら
墜
ち
て
き
た
歴
史
』(

新
潮

、

文
庫)

の
解
説
を
書
か
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
上
記
の
よ
う
な
感
想
を
率
直
に
書
い
た
。
敬
愛
と
畏
怖

の
ア
ン
ビ
バ
レ
ン
ツ
が
私
の
小
松
左
京
観
で
あ
る
。

も
と
よ
り
小
松
左
京
が
い
た
か
ら
こ
そ
、
日
本
の
Ｓ
Ｆ
は
今
日
の
地
位
を
築
け
た
の
だ
と
思
う
。
創

生
の
時
代
か
ら
福
島
・
柴
野
時
代
ま
で
、
初
期
の
日
本
Ｓ
Ｆ
界
は
外
部
か
ら
多
く
の
批
判
を
浴
び
せ
ら

れ
た
が
、
わ
れ
わ
れ
は
小
松
ブ
ル
ト
ー
ザ
ー
を
先
頭
に
し
て
戦
っ
て
こ
ら
れ
た
の
だ
。

私
は
一
期
で
は
な
い
が
、
田
中
光
二
や
山
田
正
紀
に
は
じ
ま
る
二
期
で
も
な
い
。
自
分
で
は
、
石
原

藤
夫
と
と
も
に
一
期
半
だ
と
思
っ
て
い
る
。
ず
ー
と
、
私
は
地
方
住
ま
い
だ
が
、
Ｓ
Ｆ
が
様
々
な
批
判
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を
浴
び
つ
つ
も
一
つ
に
ま
と
ま
っ
て
い
ら
れ
た
の
は
、
小
松
左
京
と
い
う
巨
星
が
引
力
圏
内
に
み
な
を

抱
え
込
ん
で
い
た
い
た
か
ら
だ
と
思
う
。

２

百
科
全
書
派
に
し
て
未
来
思
考

小
松
さ
ん
の
黄
金
時
代
は
、
大
阪
万
博
（
一
九
七
〇
年
）
の
こ
ろ
だ
っ
た
と
思
う
。
水
を
得
た
魚
の

よ
う
に
い
き
い
き
と
輝
い
て
い
た
。

実
は
、
そ
の
二
年
前
の
一
二
月
に
、
私
は
一
フ
ア
ン
で
あ
り
な
が
ら
日
本
Ｓ
Ｆ
作
家
ク
ラ
ブ
の
総
会

。

、

、

、

に
出
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
例
外
的
な
一
人
な
の
だ

私
は

当
時

同
人
誌
コ
ア
の
編
集
人
だ
っ
た
が

「

」（

）

。

未
来
学
と
Ｓ
Ｆ

十
一
号
／
最
終
巻
／
一
九
六
七
年
一
月

と
い
う
長
目
の
評
論
を
書
い
て
い
た

総
会
で
小
松
さ
ん
は
滔
々
と
未
来
学
に
つ
い
て
語
っ
た
が
、
驚
い
た
こ
と
に
私
の
拙
論
が
載
っ
た
コ
ア

を
握
っ
て
お
ら
れ
た

（
な
お
、
小
松
左
京
著
『
未
来
の
思
想
』
中
公
新
書
は
同
年
十
一
月
）

。

光
栄
で
あ
っ
た
。
認
め
ら
れ
た
よ
う
な
気
持
ち
だ
っ
た
。
こ
の
未
来
学
は
小
松
左
京
の
大
き
な
業
績

で
あ
る
が
、
一
九
七
〇
年
以
降
す
た
れ
て
し
ま
う
。

が
、
改
め
て
『
空
か
ら
墜
ち
て
き
た
歴
史
』
を
読
み
返
し
て
み
る
と
、
日
本
人
と
し
て
は
ニ
ュ
ー
タ

イ
プ
の
知
識
人
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
ゲ
ー
テ
の
描
く
フ
ァ
ウ
ス
ト
博
士
の
よ
う
に
。
い
っ
た
い
、

な
に
が
小
松
左
京
を
ア
ク
タ
オ
ン
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス(
知
識
欲)

の
使
徒
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
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さ
ら
に
『
空
か
ら
…
…
』
は
、
宇
宙
人
が
書
い
た
地
球
全
史
で
あ
る
。
お
も
し
ろ
い
の
は
、
各
時
代

が
等
価
で
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
だ
。
小
松
さ
ん
は
過
去
の
遺
物
、
マ
ル
ク
ス
史
観
を
精
算
す
る
た
め
に

こ
れ
を
書
い
た
ち
が
い
な
い
。
あ
る
い
は
、
マ
ル
ク
ス
史
観
を
脱
構
築
す
る
と
い
う
隠
さ
れ
た
意
図
が

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

３

小
松
左
京
の
宇
宙
観
は
曼
荼
羅
で
あ
る

私
と
し
て
は
、
ク
ラ
ー
ク
『
幼
年
期
の
終
わ
り
』
の
系
譜
に
つ
な
が
る
人
類
未
来
史
の
流
れ

『
果

、

し
な
き
流
れ
の
果
に

（
Ｓ
Ｆ
Ｍ
連
載
開
始
一
九
六
五
年
）
を
大
事
に
し
た
い
。
あ
れ
こ
そ
Ｓ
Ｆ
の
醍

』

醐
味
で
あ
る
。
Ｓ
Ｆ
作
家
は
宿
命
の
よ
う
に
想
像
力
の
限
界
を
試
み
る
の
で
あ
る
。

小
松
左
京
の
評
価
は
多
面
的
で
あ
っ
た
だ
け
に
様
々
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
に
巨
樹
の
根
か
ら
様
々
な

ジ
ャ
ン
ル
が
育
つ
。

し
か
し
、
小
松
左
京
の
本
音
は
そ
の
初
心
に
あ
る
。

〝
人
間
の
目
か
ら
宇
宙
を
見
る
の
で
は
な
く
、
宇
宙
か
ら
人
間
を
見
る
〟

こ
の
、
い
わ
ば
、
宇
宙
哲
学
こ
そ
が
小
松
左
京
の
真
髄
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

だ
が
、
具
体
的
に
ど
う
す
る
か
、
ど
こ
か
ら
手
を
つ
け
る
か
―
―
よ
く
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

一
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
仏
教
的
宇
宙
観
を
示
す
観
念
の
具
象
化
、
曼
荼
羅
す
な
わ
ち
胎
蔵
界
、
金
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剛
界
の
考
え
方
で
あ
る
。

〝
わ
れ
わ
れ
人
間
は
大
宇
宙
か
ら
み
れ
ば
芥
子
粒
と
同
じ
だ
〟
で
は
な
い
。

〝
大
宇
宙
と
一
体
化
す
る
〟

ま
さ
に
仏
教
的
世
界
観
だ
。

４

脱
構
築
家
小
松
左
京
の
文
学
的
基
礎
／
神
曲

も
う
一
つ
の
重
要
な
見
方
、
そ
れ
は
小
松
左
京
が
、
す
で
に
構
造
主
義
者
で
あ
り
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の

先
駆
者
で
あ
り
、
脱
構
築
家
で
あ
っ
た
〟
と
い
う
考
え
か
た
だ

（
未
来
学
は
マ
ル
ク
ス
主
義
的
未
来

。

観
の
再
構
築
で
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
）

現
に
、
小
松
左
京
の
主
目
標
は
〝
一
般
文
学
の
デ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
〟
で
あ
っ
た
と
思
う
。

日
常
の
次
元
か
ら
決
し
て
テ
イ
ク
オ
フ
し
よ
う
と
し
な
い
日
本
の
近
代(

現
代)

文
学
を
脱
構
築
す
る

た
め
の
戦
略
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
Ｓ
Ｆ
さ
え
を
も
止
揚
し
よ
う
と
し
た
。

ベ
ー
ス
は
京
大
イ
タ
リ
ア
文
学
へ
の
進
学
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
ダ
ン
テ
で
あ
る
。

『
神
曲
』
は
地
獄
界
・
煉
獄
界
・
天
国
の
三
層
構
造
を
も
つ
キ
リ
ス
ト
教
的
宇
宙
構
造
を
持
つ
。

主
人
公
は
詩
聖
ヴ
ェ
ル
ギ
リ
ウ
ス
と
ベ
ア
ト
リ
ー
チ
ェ
に
導
か
れ
て
九
天
へ
昇
り
、
神
の
姿
を
目
の

当
た
り
に
す
る
の
だ
。
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５

佐
世
子
は
ベ
ア
ト
リ
ー
チ
ェ

ダ
ン
テ
の
三
作
品

『
新
生
』
の
高
貴
さ

『
饗
宴
』
の
哲
学

『
神
曲
』
の
愛
を
担
う
の
が
、
理
想

、

、

、

の
女
性
ベ
ア
ト
リ
ー
チ
ェ
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
『
果
て
し
な
き
…
…
』
の
ヒ
ロ
イ
ン
、
佐
世
子
が
、
こ

の
ベ
ア
ト
リ
ー
チ
ェ
で
あ
ろ
う
。

。

。

、『

』

。

高
貴
な
女
性

久
遠
の
女
性

私
は

待
つ
女

を
は
じ
め
小
松
左
京
の
女
性
が
大
好
き
で
あ
る

こ
こ
で
、
ま
だ
誰
に
言
わ
な
か
っ
た
話
を
し
よ
う
。

開
拓
時
代
の
屯
田
兵
の
家
が
当
地
の
琴
似
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
と
言
う
の
で
、
車
で
案
内
し
た
こ

と
が
あ
っ
た
。
最
後
、
千
歳
空
港
ま
で
送
っ
て
別
れ
た
が
、
前
日
、
宿
泊
先
の
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
の
レ

ス
ト
ラ
ン
で
真
剣
に
、
怒
っ
て
い
た
の
を
思
い
出
す
。
週
刊
誌
か
何
か
で
女
性
問
題
で
偽
り
の
記
事
を

書
か
れ
た
の
だ
。
私
も
憤
慨
し
た
。
小
松
さ
ん
に
と
っ
て
女
性
は
天
界
に
属
す
る
の
だ
。
そ
う
私
は
信

じ
て
い
る
。
小
松
さ
ん
の
心
に
は
、
ア
ニ
マ
が
棲
み
つ
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

６

小
松
左
京
読
解
の
鍵

以
上
が
、
小
松
宇
宙
を
解
読
す
る
〈
鍵
概
念
〉
で
あ
る
。

遺
さ
れ
た
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
必
要
な
の
は
、
そ
の
文
学
・
思
想
的
遺
産
の
整
理
と
再
投
資
で
あ
ろ
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う
。小

松
さ
ん
は
沃
野
で
あ
る
か
ら
、
そ
こ
か
ら
様
々
な
新
種
が
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

だ
が
、
私
は
、
小
松
さ
ん
が
や
り
残
し
た
仕
事
が
気
に
な
る
。

漏
れ
聞
く
と
こ
ろ
で
は
、
最
期
は
冗
談
を
言
っ
て
旅
立
た
れ
た
よ
う
だ
が
、
晩
年
は
病
を
得
て
本
来

の
執
筆
が
で
き
な
か
っ
た
。
元
気
な
ら
ば
何
を
考
え
た
だ
ろ
う
か
。

今
、
日
本
は
危
な
い
。
ミ
ネ
ル
バ
の
梟
は
今
こ
そ
飛
び
立
つ
と
き
だ
が
、
物
質
的
に
で
は
な
く
精
神

的
に
日
本
人
を
救
う
知
識
人
が
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

二
十
一
世
紀
問
題
は
二
十
世
紀
コ
ー
ド
で
は
解
け
な
い
の
だ
。
し
か
し
、
今
、
テ
レ
ビ
な
ど
論
壇
で

日
本
を
リ
ー
ド
す
る
知
識
人
の
教
養
は
、
二
十
世
紀
コ
ー
ド
で
あ
る
。

今
の
日
本
に
必
要
な
の
は
小
知
識
人
で
は
な
い
。

だ
が
、
今
の
日
本
に
は
、
ダ
ン
テ
も
ゲ
ー
テ
も
い
な
い
。

彼
ら
の
よ
う
な
大
知
識
人
が
い
な
い
。

小
松
左
京
は
、
Ｓ
Ｆ
は
大
文
学
だ
と
言
っ
た
。
そ
れ
が
旗
印
だ
っ
た
。

二
〇
世
紀
文
明
を
デ
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
し
得
る
大
知
識
人
は
、
小
松
左
京
の
は
ず
だ
っ
た
。
だ

が
、
今
は
い
な
い
。
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私
は
合
掌
し
な
い
。

冥
福
を
祈
ら
な
い
。

小
松
左
京
は
ま
だ
生
き
て
い
る
の
だ
…
…

（
二
〇
一
一
年
八
月
二
一
日
）


